
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
正逆両方向の回転力を発生する駆動源と、原稿を搬送方向へ送る給紙ローラと、前記給紙
ローラよりも搬送方向下流側に位置し原稿を搬送方向へ送る分離ローラと、前記分離ロー
ラに対して対をなすように配置され最上段にない原稿を搬送方向の逆方向に戻すリタード
ローラと、前記駆動源の回転力を前記給紙ローラ、前記分離ローラ及び前記リタードロー
ラに伝達する伝動機構とを備え、
　前記伝動機構は、 前記駆動源の
前記給紙ローラと前記分離ローラとを原稿を搬送方向へ送る方向へ回転させると共に、前
記リタードローラを原稿を搬送方向の逆方向へ戻すように回転させ、

前記給紙ローラと前記分離ローラと前記
リタードローラとを原稿を搬送方向へ送る方向へ回転させることを特徴とする原稿繰出装
置。
【請求項２】
正逆両方向の回転力を発生する駆動源と、原稿を搬送方向へ送る給紙ローラと、前記給紙
ローラよりも搬送方向下流側に位置し原稿を搬送方向へ送る分離ローラと、前記分離ロー
ラに対して対をなすように配置され最上段にない原稿を搬送方向の逆方向に戻すリタード
ローラと、前記駆動源の回転力を前記給紙ローラ、前記分離ローラ及び前記リタードロー
ラに伝達する伝動機構とを備え、
前記伝動機構は、前記駆動源の回転力が正方向であるとき、前記給紙ローラと前記分離ロ
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ーラを原稿を搬送方向へ送る方向へ回転させると共に、前記リタードローラを原稿を搬送
方向の逆方向へ戻すように回転させ、前記駆動源の回転力が逆方向であるとき、前記給紙
ローラと前記分離ローラとを原稿を搬送方向へ送る方向へ回転させ、前記リタードローラ
への駆動力を遮断することを特徴とする原稿繰出装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、原稿を繰出す原稿繰出装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、原稿から画像を読取るため、画像読取装置が広く用いられている。そして、この画
像読取装置には、原稿を画像読取装置に自動給紙するために、原稿繰出装置が設けられて
いることが多い。さて原稿には、一枚ずつバラバラのものの他、複葉紙もある。複葉紙と
は、複数の用紙の上辺をのり等でとじて構成される伝票などである。そして、原稿繰出装
置を用いて、複葉紙を原稿読取装置へ給紙し、複葉紙の一番上の面を読み取るのである。
【０００３】
次に、図２、図３を用いて、複葉紙の給紙に対応した従来の原稿繰出装置について説明す
る。図２に示すように、原稿１は、矢印Ｍ１方向に回転する給紙ローラ２に周接して搬送
方向Ｎに送られる。給紙ローラ２の搬送方向Ｎ下流側には、分離ローラ３とリタードロー
ラ４の対があり、分離ローラ３は、矢印Ｍ２方向に回転して、原稿１を搬送方向Ｎに送る
。これと対をなすリタードローラ４は、通常（一枚ずつバラバラの原稿の場合）実線位置
にあって矢印Ｍ３方向（搬送方向Ｎの反対方向へ戻す向き）に回転し、原稿１のうち、最
上段にあるもののみを通過させ、それ以外を搬送方向Ｎの反対方向へ戻すように動作する
。
【０００４】
しかしながら、複葉紙を繰り出す場合、リタードローラ４を通常通り動作させると、複葉
紙を構成する各葉間でズレ運動が発生し、とじしろが破損したり、折れ曲がってしまうな
どのトラブルを生ずる。そこで、複葉紙を繰り出す場合には、軸支部６を中心にしてレバ
ー５を矢印Ｎ２方向へ揺動させ、レバー５の先端部で、リタードローラ４を支持し回動中
心７ａにより回動する支持部７を、矢印Ｎ３方向へ押し下げ、分離ローラ３とリタードロ
ーラ４とを離間させるようにしていた。これにより、リタードローラ４が、複葉紙（原稿
１）に接触せず、上記トラブルを回避するようにしていた。
【０００５】
このほか、図３に示すように、分離ローラ３が軸着される駆動シャフト８の端部に分離ギ
ア９を固定し、リタードローラ４が軸着されるリタードシャフト１２の端部にリタードギ
ア１１を固定し、分離ギア９とリタードギア１１とを、アイドラ１０により、結合する例
もある。この例では、通常（一枚ずつバラバラの原稿の場合）、アイドラ１０を、軸支部
１４を中心に揺動する押付レバー１３の先端部により、分離ギア９とリタードギア１１と
に押しつけておき、分離ギア９とリタードギア１１とを連結している。そして、複葉紙の
原稿１を繰り出す際には、押付レバー１３の先端部を矢印Ｎ５方向にあげて、アイドラ１
０を分離ギア９、リタードギア１１から外し、リタードギア１１に回転力が伝達されない
ようにしていた。こうすることにより、リタードローラ４をフリーにして、リタードロー
ラ４を分離ローラ３につれ周りさせ、上記トラブルを回避するものである。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述のいずれの従来技術においても、レバー５や押付レバー１３というよ
うなメカニカルな切替手段を用いて、一枚ずつバラバラの原稿の場合と複葉紙の場合とを
、機械的動作に依存して切り替えていた。このようにすると、メカニカルな切替手段のた
めだけの配置スペースが必要となり、こみ入った原稿読取装置内に設けにくいし、メカニ
カルな動作が不完全になりやすく、複葉紙を破損しがちであるという問題点があった。
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【０００７】
そこで本発明は、複葉紙を破損せずに供給できる原稿繰出装置を提供することを目的とす
る。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明の原稿繰出装置は、正逆両方向の回転力を発生する駆動源と、原稿を搬送方向へ
送る給紙ローラと、前記給紙ローラよりも搬送方向下流側に位置し原稿を搬送方向へ送る
分離ローラと、前記分離ローラに対して対をなすように配置され最上段にない原稿を搬送
方向の逆方向に戻すリタードローラと、前記駆動源の回転力を前記給紙ローラ、前記分離
ローラ及び前記リタードローラに伝達する伝動機構とを備え、
　前記伝動機構は、 前記駆動源の
前記給紙ローラと前記分離ローラとを原稿を搬送方向へ送る方向へ回転させると共に、前
記リタードローラを原稿を搬送方向の逆方向へ戻すように回転させ、

前記給紙ローラと前記分離ローラと前記
リタードローラとを原稿を搬送方向へ送る方向へ回転させるものである。
【０００９】
また、伝動機構は、駆動源の回転力が正方向であるとき、給紙ローラと分離ローラを原稿
を搬送方向へ送る方向へ回転させると共に、リタードローラを原稿を搬送方向の逆方向へ
戻すように回転させ、駆動源の回転力が逆方向であるとき、給紙ローラと分離ローラとを
原稿を搬送方向へ送る方向へ回転させ、リタードローラへの駆動力を遮断する。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　請求項１記載の原稿繰出装置は、正逆両方向の回転力を発生する駆動源と、原稿を搬送
方向へ送る給紙ローラと、前記給紙ローラよりも搬送方向下流側に位置し原稿を搬送方向
へ送る分離ローラと、前記分離ローラに対して対をなすように配置され最上段にない原稿
を搬送方向の逆方向に戻すリタードローラと、前記駆動源の回転力を前記給紙ローラ、前
記分離ローラ及び前記リタードローラに伝達する伝動機構とを備え、
　前記伝動機構は、 前記駆動源の
前記給紙ローラと前記分離ローラとを原稿を搬送方向へ送る方向へ回転させると共に、前
記リタードローラを原稿を搬送方向の逆方向へ戻すように回転させ、

前記給紙ローラと前記分離ローラと前記
リタードローラとを原稿を搬送方向へ送る方向へ回転させるものである。この構成により
、複葉紙の原稿を給紙する際、駆動源の回転力の方向を切り替えることのみにより、リタ
ードローラを分離ローラとつれ回りする方向に回転させることができ、複葉紙の破損など
のトラブルを回避できる。
【００１１】
請求項２記載の原稿繰出装置は、正逆両方向の回転力を発生する駆動源と、原稿を搬送方
向へ送る給紙ローラと、給紙ローラよりも搬送方向下流側に位置し原稿を搬送方向へ送る
分離ローラと、分離ローラに対して対をなすように配置され最上段にない原稿を搬送方向
の逆方向に戻すリタードローラと、駆動源の回転力を給紙ローラ、分離ローラ及びリター
ドローラに伝達する伝動機構とを備え、伝動機構は、駆動源の回転力が正方向であるとき
、給紙ローラと分離ローラを原稿を搬送方向へ送る方向へ回転させると共に、リタードロ
ーラを原稿を搬送方向の逆方向へ戻すように回転させ、駆動源の回転力が逆方向であると
き、給紙ローラと分離ローラとを原稿を搬送方向へ送る方向へ回転させ、リタードローラ
への駆動力を遮断する。この構成により、複葉紙の原稿を給紙する際、駆動源の回転力の
方向を切り替えることのみにより、リタードローラをフリーにして、分離ローラにつれ周
りさせることができ、複葉紙の破損などのトラブルを回避できる。
【００１２】
次に図面を参照しながら、本発明の実施の形態について説明する。ここで、図１は、本発
明の一実施の形態における原稿繰出装置の斜視図である。図１に示すように、この原稿繰
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出装置は、正逆両方向の回転力を発生する駆動源としての給紙モータ１８と、給紙モータ
１８の回転力の方向を制御する制御部Ｃと、原稿を搬送方向Ｎに送る給紙ローラ１５と、
給紙ローラ１５よりも搬送方向Ｎ下流側に位置し原稿を搬送方向Ｎへ送る分離ローラ１６
と、分離ローラ１６に対して対をなすように配置され最上段にない原稿を搬送方向Ｎの逆
方向に戻すとともに、トルクリミッタ１７ａを内蔵するリタードローラ１７と、給紙モー
タ１８の回転力を、給紙ローラ１５、分離ローラ１６、リタードローラ１７に伝達する伝
動機構２０とを有する。
【００１３】
次に、伝動機構２０の詳細を説明する。１９は給紙モータ１８の出力軸である。この出力
軸１９に軸着されるモータギア２１は、出力軸１９の回転方向（実線矢印は正転、破線矢
印は逆転である）と同方向に回転する。モータギア２１には、第１ギア２２が噛合し、第
１ギア２２は、フレーム２４に回転自在に軸支される第１シャフト２３に軸着されている
。
【００１４】
また、第１シャフト２３のうち、第１ギア２２から離れた位置には、第２ギア２５が軸着
されている。そして、第１ギア２２には、第４ギア２８と第５ギア２９の二つの歯車が噛
合している。さらに、第５ギア２９は、第６ギア３０と噛合している。
【００１５】
この第４ギア２８と第６ギア３０とは、同一の中継シャフト３１に軸支されているのであ
るが、第４ギア２８と第６ギア３０とは、それぞれワンウエイクラッチ３２、３３を内蔵
しており、中継シャフト３１は、出力軸１９が正転するとき、第６ギア３０がワンウエイ
クラッチ３３により空転し、第４ギア２８を経由して第１ギア２２の回転力が伝達され、
矢印Ｍ４方向に回転する。また、中継シャフト３１は、出力軸１９が逆転するとき、第４
ギア２８がワンウエイクラッチ３２により空転し、第５ギア２９と第６ギア３０を経由し
て第１ギア２２の回転力が伝達され、矢印Ｍ４方向に回転する。即ち、中継シャフト３１
は、出力軸１９の回転方向が正逆のいずれであっても、矢印Ｍ４方向に回転するようにな
っている。
【００１６】
さらに、中継シャフト３１は、分離ローラ１６を保持する分離シャフト３４に対して、プ
ーリ３５、３６、ベルト３７によって連結され、分離ローラ１６は、中継シャフト３１と
ともに、出力軸１９の回転方向の如何にかかわらず、原稿を搬送方向Ｎ方向へ送るように
回転する。同様に、給紙ローラ１５を保持する給紙シャフト３８は、分離シャフト３４に
対して、プーリ３９、４０、ベルト４１によって連結され、給紙ローラ１５は、分離ロー
ラ１６とともに、出力軸１９の回転方向の如何にかかわらず、原稿を搬送方向Ｎ方向へ送
るように回転する。
【００１７】
また、第２ギア２５には、リタードシャフト２７の端部に軸着される第３ギア２６が噛合
し、リタードシャフト２７には、リタードローラ１７が保持されている。したがって、リ
タードローラ１７は、出力軸１９が正転すると、原稿を搬送方向Ｎの反対方向へ戻す向き
に回転し、出力軸１９が逆転すると、原稿を搬送方向Ｎへ送る向きに回転する。
【００１８】
次に、本形態の原稿繰出装置の動作について説明する。まず、複葉紙でない通常の原稿を
給紙する際には、制御部Ｃが給紙モータ１８の回転方向を正転に設定する。このため、給
紙ローラ１５と分離ローラ１６とは、原稿を搬送方向Ｎに送るように回転し、リタードロ
ーラ１７は、原稿を搬送方向Ｎの逆向きに戻すように回転する。
【００１９】
一方、複葉紙の原稿を給紙する際には、制御部Ｃが給紙モータ１８の回転方向を逆転に設
定する。このため、給紙ローラ１５と分離ローラ１６とリタードローラ１７とは、原稿を
搬送方向Ｎに送るように回転し、複葉紙の破損などのトラブルが回避される。ここで、複
葉紙に対応するには、単に給紙モータ１８の回転方向を切り替えさせすれば良く、そのた
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めだけにメカニカルな機構を追加する必要はない。このため、メカニカルな機構のための
配置スペースは不要であり、しかも、電気的な切替により確実に複葉紙に対応することが
できる。
【００２０】
なお、複葉紙を送る際に、リタードローラ１７の駆動を解除するには、例えば、リタード
シャフト２７と第３ギア２６との間に、実線矢印の向きの回転のみを伝えるワンウエイク
ラッチを設けるなどすればよい。
【００２１】
【発明の効果】
本発明によれば、トラブルを生ずることなく、確実に複葉紙を給紙でき、しかも複葉紙に
対応するための特別の配置スペースが不要である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態における原稿繰出装置の斜視図
【図２】従来の原稿繰出装置の断面図
【図３】従来の原稿繰出装置の斜視図
【符号の説明】
１５　給紙ローラ
１６　分離ローラ
１７　リタードローラ
１８　給紙モータ
２０　伝動機構
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【 図 ３ 】
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